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研究内容 

 

・マウスやラットの雄性生殖器 in vivo 実験医学 

雄性生殖器を様々な側面（環境・免疫・発生・生殖・内分泌・外分泌など）から実験を行っています。 

・（臨床）人体解剖学 

 全身血管系（特に泌尿生殖器系）を中心に肉眼解剖学的解析を行っております。 
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